
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
下
さ
い
。

性
別
　
　
□
男
性
　
　
□
女
性

年
齢
　
　
□
10
代

□
20
代

□
30
代
　
　
□
40
代
　
　
□
50
代
　
　
□
60
代
　
　
□
70
代
以
上

職
業
　
　
□
学
生
　
　
□
主
婦
　
　
□
会
社
員
　
　
□
無
職
　
　
□
そ
の
他（
　
　
　
　
　
　
）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
得
た
場
所
　
□
学
校
　
□
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　
□
紀
伊
國
屋
書
店
　
□
そ
の
他（
　
　
　
　
　
）

参
加
動
機
　
　
□
捨
て
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
　
　
□
国
際
協
力
に
役
立
つ
か
ら

　
　
　
　
　
　
□
学
校（
企
業
・
団
体
）単
位
で
参
加
し
た
か
ら
　
　
□
そ
の
他（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ハ
ガ
キ
が
募
金
に
か
わ
る
ま
で

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
の
送
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
集
計

企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
切
手
を
現
金
化

郵
便
局
で
切
手
に
交
換

（
1枚
62
円
の
ハ
ガ
キ
は
57
円
分
の
切
手
に
）

募
   金

※
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
と
は
？

　
住
所
を
書
き
間
違
え
た
り
、古
く
て
使
え
な
く
な
っ
た
未
投
函
の
切
手
付
き
郵
便
ハ
ガ
キ
を

　
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
と
い
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
1-
3
-1

朝
日
生
命
恵
比
寿
ビ
ル
12
F

公
益
社
団
法
人

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
 D
K係

1
5

0
0

0
1

3

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

世
界
に
は
、学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
や
、

読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
が
数
多
く
い
ま
す
。

世
界
寺
子
屋
運
動
は
、す
べ
て
の
人
が
、読
み

書
き
や
計
算
を
学
べ
る
よ
う
に
、教
育
の
機

会
を
つ
く
る
運
動
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ

学
校

に
行

け
な

い
子

ど
も

約
61
00
万
人

読
み

書
き

が
で

き
な

い
大

人（
15

歳
以

上
の

成
人

）

11
枚
の
書
き
そ
ん
じ

ハ
ガ
キ
で
、

ひ
と
り
が
ひ
と
月

学
校
に
。

お
手
数
で
す
が
、

切
手
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い

25
gま
で
　
82
円

50
gま
で
　
92
円

10
0g
ま
で
 1
40
円

同
封
の
は
が
き

そ
の
ほ
か
の
協
力
方
法

図
書
券
な
ど
の
商
品
券

未
使
用
切
手

見
 本

見
 本

未
使
用
切
手
、
未
使
用
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
、（
QU
O
カ
ー
ド
、
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
な
ど
）、
図
書
券
、収
入
印
紙
、各

種
金
券（
株
主
優
待
券
、お
こ
め
券
、旅

行
券
、そ
の
他
の
商
品
券
）な
ど
も
集
め

て
い
ま
す
。

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
と
一
緒
に
入
れ
て

お
送
りく
だ
さ
い
。

書
き

そ
ん

じ
ハ

ガ
キ

ム
ー

ビ
ー

も
チ

ェ
ッ

ク
！

僕
た

ち
も

登
場

す
る

よ
。

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/c
SF
9_
T4
7X
ro

約
7億
50
00
万
人 学びは

みんなのもの。
このリーフレットは、2016年度「寺子屋リーフレット制作プロジェクト」（※見開き参照）で

最優秀賞「日本ユネスコ協会連盟賞」に選ばれた

北海道札幌平岸高等学校１年（当時）・村本菜摘さんの作品を素案に制作したものです。

あなたの書きそんじハガキ１１枚で、

カンボジアの子ども一人が１ヵ月学校へ通えます。

うら面の封筒をご利用のうえ、書かきそんじハガキ集めにご協力ください。



読み書きができないと、夢や未来が描けない。

世界が抱える教育問題。
きょういくで、あしたへいく。

世界寺子屋運動とは?

学校に通えない子ども

約6100万人
読み書きのできない大人

約7億5000万人
これまでに寺子屋を建てた国

43ヵ国・1地域
これまでに学んだ人

約130万人

寺
てら

子
こ

屋
や

に来
き

ていた子
こ

どもた
ちは、まっすぐ黒

こく

板
ばん

をみて、
先
せん

生
せい

の話
はな

す言
こと

葉
ば

を一
ひと

言
こと

たりとも聞
き

き逃
のが

してはな
らないと一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

学
まな

んでいます。子
こ

どもたちに
今
いま

欲
ほ

しいものを聞
き

くと、「学
がっ

校
こう

に通
かよ

うための道
みち

が
整
せい

備
び

されて欲
ほ

しい」、「文
ぶん

具
ぐ

」など、すべて学
がっ

校
こう

につながることでした。

20代
だい

から50代
だい

までたくさん
の 女

じょ

性
せい

が 通
かよ

っていました。
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のビナさんは「寺
てら

子
こ

屋
や

に通
かよ

うことで、子
こ

ど
もの教

きょう

育
いく

に力
ちから

を入
い

れるようになったし、何
なん

でも話
はな

せる仲
なか

間
ま

ができた」と話
はな

してくれました。寺
てら

子
こ

屋
や

は「読
よ

み書
か

き」を学
まな

ぶだけではなく、女
じょ

性
せい

同
どう

士
し

が
話
はな

し合
あ

い、自
じ

立
りつ

するための一
いっ

歩
ぽ

になっています。

少
すこ

しでも勉
べん

強
きょう

す
る 機

き

会
かい

が あ れ
ば、自

じ

分
ぶん

の力
ちから

で、
未

み

来
らい

を切
き

り拓
ひら

く
ことができるか
もしれない。
世

せ

界
かい

寺
てら

子
こ

屋
や

運
うん

動
どう

は、貧
まず

しさから
抜

ぬ

け出
だ

し、大
お と な

人
も子

こ

どもも平
へい

和
わ

に暮
く

らせるように学
まな

ぶ機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

して
います。皆

みな

様
さま

からのご支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

です。
書

か

きそんじハガキ回
かい

収
しゅう

や「月
つき

１
いち

・いいこ
とプログラム」にぜひご協

きょう

力
りょく

くださいま
すよう、よろしくお願

ねが

いいたします。

世
せ

界
かい

には貧
ひん

困
こん

や紛
ふん

争
そう

などが原
げん

因
いん

で、学
がっ

校
こう

に通
かよ

えない子
こ

どもや、

学
がっ

校
こう

に通
かよ

えなかった大
おと

人
な

がたくさんいます。特
とく

にアジアは、

読
よ

み書
か

きができない人
ひと

＝非
ひ

識
しき

字
じ

者
しゃ

が最
もっと

も多
おお

い地
ち

域
いき

で、実
じつ

に

世
せ

界
かい

の非
ひ

識
しき

字
じ

者
しゃ

の60%以
い

上
じょう

を占
し

めています。自
じ

分
ぶん

が生
う

まれた

国
くに

の言
こと

葉
ば

にさえ、壁
かべ

を感
かん

じる人
ひと

々
びと

。その多
おお

くが安
あん

定
てい

した仕
し

事
ごと

に就
つ

けないため、貧
ひん

困
こん

から抜
ぬ

け出
だ

せずにいます。

世
せ

界
かい

寺
てら

子
こ

屋
や

運
うん

動
どう

は、発
はっ

展
てん

途
とじょう

上国
こく

の貧
まず

しい地
ち

域
いき

に学
まな

びの場
ば

をつくり、

読
よ

み書
か

きや生
せい

活
かつ

をよくするための技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

ぶよう応
おう

援
えん

する活
かつ

動
どう

です。

現
げん

在
ざい

はアフガニスタン、ネパール、カンボジア、ミャンマーの

4ヵ
か

国で、人
ひと

々
びと

が明
あ し た

日を生
い

きる力
ちから

を育
はぐく

んでいます。

久
く

保
ぼ

  純
じゅんこ

子まなびゲーターの寺
てら

子
こ

屋
や

訪
ほう

問
もん

レポート

世界寺子屋運動がつくるサイクル貧困のサイクル

安定した仕事につける

教育をうけられる

読み書き計算ができる収入がえられる

教育を
うけられない

安定した仕事
につけない

読み書き計算
ができない

十分な収入が
えられない

カンボジア

ネパール

日
に

本
ほん

ユネスコ協
きょう

会
かい

連
れん

盟
めい

世
せ

界
かい

寺
てら

子
こ

屋
や

運
うん

動
どう

広
こう

報
ほう

特
とく

使
し

「まなびゲーター」

アフガニスタンの寺子屋で学ぶ子どもたち

UNESCO Global Education Monitoring Report 2017-18

「寺子屋リーフレット制作プロジェクト」とは・・
日本国内の小・中・高校を対象に、子どもたちが世界に目を向け、自分自身で考えそして自律的に行動することを目的に、コンピューター
ソフトを利用してリーフレットを制作する過程を通じ、「ユネスコ世界寺子屋運動」を学び運動を支援するプロジェクトです。

プロジェクトウェブサイト

　http://www.unesco.or.jp/support/pj/
　http://www.d-project.jp/2017/unesco/index.html

主　催 	 公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
共　催 	 一般社団法人デジタル表現研究会(D-project)
	 株式会社教育新聞社


